
　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
を
中
心
に
、
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
を
通
し

て
育
て
た
い
生
徒
像
と
各
教
育
活
動
の
関

係
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
話
し
合
っ

て
き
た
龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校
・
高

校
（
図
）。
17
年
度
に
な
る
と
、
同
委
員
会

の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
、
同
校
の
全
教
師
が

出
席
す
る
校
内
会
議
で
、
探
究
学
習
・
Ａ

Ｌ
化
す
る
教
育
活
動
と
そ
の
内
容
を
発
表

し
た
（
写
真
）。
校
内
に
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
成
果
を
周
知
・

共
有
す
る
こ
と
で
、
全
教
科
・
科
目
で
、「
習

得
・
活
用
・
探
究
」
と
い
っ
た
学
び
の
過

程
全
体
を
通
し
て
実
現
す
る
探
究
学
習
・

Ａ
Ｌ
の
観
点
で
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
、
ま
た
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
と
し
た
問
題
解
決
型
の
探
究
学
習

と
教
科
学
習
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い

く
こ
と
を
求
め
た
。
こ
う
し
て
、探
究
学
習
・

Ａ
Ｌ
は
学
校
の
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
改

善
し
て
い
く
軸
と
し
て
、
全
校
体
制
で
取

り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

校
内
会
議
の
後
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
、

こ
の
半
年
間
の
活
動
を
改
め
て
振
り
返
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
や
課

題
が
語
ら
れ
た
。

　
「
一
番
の
成
果
は
、
他
教
科
の
先
生
の
指

導
の
内
容
、
担
当
外
の
教
育
活
動
の
ね
ら

い
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

個
々
の
教
育
活
動
を
点
で
終
わ
ら
せ
ず
に

線
で
つ
な
げ
て
、
生
徒
が
学
び
の
意
味
や

自
分
の
生
き
方
を
様
々
な
角
度
か
ら
、
し

か
も
他
者
と
の
対
話
の
中
で
深
め
、
広
げ

ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
模
索
し
続
け
た
い
」

　
「
議
論
の
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
者

が
熟
考
し
、
意
見
を
出
し
や
す
く
な
る
か

な
ど
、
学
び
を
深
め
る
会
議
の
つ
く
り
方

を
学
べ
た
こ
と
は
予
想
外
の
収
穫
だ
っ
た
。

ほ
か
の
先
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
成
長

で
き
た
。
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
成
長

す
る
感
動
を
ぜ
ひ
生
徒
に
も
伝
え
た
い
」

　
「
学
校
力
向
上
に
は
、
年
間
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
学
年
、
分
掌
、
教
科
が
各
々

で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
。
教
師
間
の
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
教
師
の
力

量
が
相
乗
的
に
発
揮
さ
れ
る
強
い
組
織
を

つ
く
る
時
期
に
本
校
は
来
て
い
る
」

　

同
校
の
教
師
た
ち
は
、「
探
究
学
習
」
と

い
う
新
し
い
学
び
を
つ
く
る
過
程
の
中
で
、

教
師
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
、

ま
さ
に
主
体
的
・
対
話
的
に
深
く
考
え
、

自
ら
の
内
面
に
つ
く
り
上
げ
た
の
だ
。

５
月
●
全
体
共
有

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、

全
教
師
に
開
発
の
成
果
を
共
有

写真　探究学習・ＡＬでどのような生徒を育てるのか、学校
の教育活動はどのように改善されるのかを、コアメンバーが
発表した。

追跡リポー
ト

探
究
学
習・Ａ
Ｌ
を
検
討
す
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
と
い
う
問
い
を
立
て
る

探
究
学
習
及
び
ア
ク
テ
ィ
ブ 

・ 

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、 

Ａ
Ｌ
）
の
開
発
と
、 

教
育
活
動
全
般
の
改
善
に
取
り
組
む

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校 

・ 

高
校
。
開
発
の
成
果
を
校
内
に
周
知
し
、
い
よ
い
よ
実
践
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

「探究学習
」　　

　　開発
・推進

最終報告

探究学習・ＡＬ開発のフロー図

研究協議日 内容

2016.10.21 第１回検討会「学習の意義・目的の明確化」　場所：同校・第二会議室

2016.11.16 第２回検討会「学習のコンセプトの作成」　 　場所：同校・第二会議室

2016.12.14 第３回検討会「学習のコンセプトの具体化」　 場所：同校・第一会議室

2017.01.25 第４回検討会「各教育活動におけるカリキュラム案の作成・検討」
場所：同校・第一会議室

2017.02.24 第５回検討会「探究学習・ALのカリキュラム決定とその実施のた
めのto doの整理」　　　　　　　　　　　場所：同校・第一会議室

2017.05.01 全体共有「ベネッセコーポレーションとの協働開発の最終報告」
─「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）の実践に向
けて─　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：同校・第一会議室
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「
何
を
学
ぶ
か
」
に
加
え
て
、「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」
を
重
視
し
た
学
び
の
実
現
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
実
践
、
さ
ら

に
、
教
科
や
学
年
を
超
え
た
教
育
活
動
を

支
え
る
組
織
運
営
の
改
善
を
ね
ら
い
と
す

る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

が
問
わ
れ
る
中
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
の
「
探
究
学
習
」（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
協
働
開
発
は
、
本
校
が

取
り
組
ん
で
き
た
高
大
接
続
教
育
等
を
検

証
・
整
序
す
る
機
会
と
な
っ
た
。「
建
学
の

精
神
を
土
台
に
し
た
探
究
学
習
を
目
指
す
」

と
い
う
方
針
の
下
、
そ
の
開
発
・
推
進
に

向
け
て
「
体
系
的
な
組
織
運
営
で
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
、
下
図
の
よ

う
な
概
念
構
成
を
意
識
し
た
。
そ
の
上
で
、

学
年
、
教
科
、
分
掌
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
方
向
づ
け
る
意
味
で

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」

を
組
織
し
た
。

　
“
チ
ー
ム
平
安
”
に
よ
る
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
通
じ
て
、
私
学
と
し

て
の
レ
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
と
な
る
「
建
学

の
精
神
を
具
現
化
す
る
人
間
教
育
を
実
践

し
、
時
代
に
即
応
す
る
教
育
展
開
の
下
、

確
か
な
授
業
力
に
基
づ
く
伸
び
の
実
感
が

感
じ
ら
れ
、
毎
年
、
成
果
が
可
視
化
で
き

る
の
と
同
時
に
、
社
会
に
通
用
す
る
人
間

づ
く
り
に
邁
進
す
る
」
こ
と
を
再
確
認
し

つ
つ
、「
〇
〇
大
学
に
何
人
入
っ
た
か
で
は

な
く
、
時
代
に
即
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
た
上
で
、
学
校

全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
夢
に
向
け
て
努
力
し
、
社
会
に
役
立

つ
ス
キ
ル
と
人
間
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
、

進
路
実
現
す
る
」
こ
と
を
目
的
化
し
、
分

掌
、
学
年
、
教
科
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
定
着
さ
せ
た
。
授
業
内
外
に
お

け
る
学
び
の
創
造
を
通
し
た
他
者
と
の
協

働
、
指
示
待
ち
か
ら
コ
ー
チ
ン
グ
や
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
自
発
的
な
取

り
組
み
等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
研
究
協
議
を
重
ね
、
従
前

の
取
り
組
み
を
「
知
識
習
得
＋
活
用
型
探

究
」
と
「
問
題
解
決
型
探
究
」
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
し
た
。
前
者
は
、
既
習
事
項
の
暗

記
・
理
解
・
リ
ピ
ー
ト
を
軸
と
し
た
リ
テ

リ
ン
グ
（
再
話
）、ミ
ニ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
ミ
ニ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
企
画
・
提
案
、

即
興
で
話
す
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
後
者
は
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
書
籍
を
読
み
、

背
景
知
識
を
蓄
え
、
課
題
を
抽
出
、
解
決

に
向
け
て
の
意
見
を
書
き
、
議
論
を
重
ね

て
納
得
解
に
向
け
て
発
表
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
、
個
別
教
科
の
知
識

理
解
を
問
う
客
観
テ
ス
ト
に
よ
る
「
ド
メ

イ
ン
準
拠
評
価
」
並
び
に
、
課
題
発
見
・

解
決
型
で
納
得
解
・
最
適
解
を
求
め
る
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
準
拠
評
価
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
）
の
融
合
が
不
可
欠
だ
が
、
前
者

に
傾
き
や
す
い
５
教
科
に
つ
い
て
は
本
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
５
教
科
Ｃ
Ａ
Ｎ

−

Ｄ
Ｏ

リ
ス
ト
」（
生
徒
が
年
２
回
、
各
自
を
振
り

返
る
学
校
評
価
の
一
種
）
を
さ
ら
に
精
査

し
て
い
く
こ
と
で
改
善
を
促
し
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
た

探
究
学
習
に
向
け
て
、
今
後
、
さ
ら
に
留

意
す
べ
き
事
項
を
挙
げ
て
お
く
。

•
生
徒
に
問
題
解
決
型
探
究
の
意
義
を
十

分
伝
え
た
上
で
、
日
頃
の
教
科
学
習
に
お

け
る
基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
図
る
。

•

問
題
解
決
型
探
究
と
講
義
式
授
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
、
授
業
進
度
に
配
慮
す
る
。

•

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
を
モ
ニ
タ
ー
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
評
価
に
つ
な
が
る
客

観
的
事
実
は
メ
モ
し
て
お
く
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。

•

生
徒
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
な
じ
め
る

よ
う
に
人
間
関
係
に
配
慮
す
る
。
役
割
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
全
員
参
加
を
促
す
。

•

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
よ
る
評
価
等
、
多
元
的
評
価
指
標
へ

の
理
解
の
共
有
を
促
進
。
英
語
は
Ｃ
Ａ
Ｎ

−Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
の
整
合
も
不
可
欠
。

•

教
師
の
評
価
に
加
え
て
、
生
徒
の
自
己

評
価
や
相
互
評
価
を
取
り
入
れ
る
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
「
答
申
」

で
は
、
学
校
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教

科
横
断
的
な
視
点
と
内
容
、
質
の
向
上
、

さ
ら
に
は
必
要
な
人
的
・
物
的
資
源
等
と

し
て
外
部
の
資
源
も
含
め
た
活
用
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
前
例
踏
襲
主
義
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、

現
状
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。　
　
　

　

科
学
技
術
の
革
新
と
と
も
に
、
労
働
市

場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
高
度
人
材
へ

の
需
要
増
加
、
内
外
の
産
業
構
造
も
多
様

化
し
て
い
る
。
生
徒
個
々
の
潜
在
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
複
雑
化
す
る
地
球

レ
ベ
ル
の
問
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

納
得
解
を
導
け
る
背
景
知
識
、
論
理
的
思

考
力
、
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
育
め
る

メ
ソ
ッ
ド
開
発
へ
の
ネ
ク
ス
ト
・
ス
テ
ー

ジ
は
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

（
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
）を
通
じ
た

探
究
学
習
の
実
践
に
向
け
て

─
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
協
働
開
発
を
終
え
て

 PDCA サイクルの確立→思考力・判断力・表現力→人格陶冶 → 進路保証 

 学習指導要領の改訂／教科横断的アプローチ／大学入試の素材研究 

ソフト構造：チーム学校
学校文化 / 風土 / 同僚性

cf. 「高等学校基礎学力テスト」（仮称）「大学入学希望者学力評価テスト」（仮称）

入試広報戦略 → 生徒募集 

input ＜ learning outcomes

（2016 年９月３日　国際教育学会、京都大学、神戸大学、同志社大学共催公開シンポジウム「教
育を科学する」拙稿より）

　　　　［学習者自律］

アクティブ・ラーニング

• 教材研究
• 教科教育法 cf. 英語教育
• 研究授業
• 授業参観
• 研究論集
•グローバル教育
• ICT教育
•キャリア教育

• 経営目標
• 教育目標
• 教員採用 /
　養成 / 研修
• 学年 /
　学級運営
• 高大連携

teaching ＜ learning

［多元的・総合的評価］

学習履歴、
パフォーマンス評価

ルーブリック、
ポートフォリオ評価等

校
長
補
佐
　

平
井
正
朗

ひ
ら
い
・
ま
さ
あ
き

総
括
（
寄
稿
）

生徒指導

授業開発

ハード構造 ハード構造

進路指導

組織開発
教員 ⇔ 生徒

教育内容
教育課程

学習評価
学校評価

学習方法
指導方法
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